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∧
「
も
う
一
つ
の
日
本
」
に
大
き
な
打
撃
∨

二
〇
一
一
年
一
〇
月
に
発
生
し
た
タ
イ
の
洪
水
は
、

多
数
の
日
系
企
業
が
操
業
す
る
ロ
ジ
ャ
ナ
工
業
団
地
、

ナ
ワ
ナ
コ
ン
工
業
団
地
な
ど
主
要
工
業
団
地
八
カ
所
を

含
め
首
都
バ
ン
コ
ク
な
ど
国
土
の
三
分
の
一
以
上
を
長

期
に
わ
た
り
水
没
さ
せ
、
タ
イ
経
済
に
深
刻
な
被
害
を

与
え
た
。
浸
水
被
害
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸

断
は
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
近
隣
諸
国
を
巻
き
込
み
、
米
国

で
操
業
す
る
日
系
製
造
業
の
生
産
活
動
に
も
影
響
を
与

え
、
ま
た
日
本
の
食
卓
な
ど
に
も
波
及
し
た
。
タ
イ
洪

水
は
円
高
に
悩
ま
さ
れ
る
日
本
企
業
の
海
外
進
出
の
在

り
方
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
日
本
企
業
や
韓
国
企
業
な
ど
の

外
国
投
資
ブ
ー
ム
が
始
ま
っ
た
の
は
、
一
九
八
五
年
の

プ
ラ
ザ
合
意
以
降
で
あ
る
。
円
高
ド
ル
安
に
よ
る
円
高

不
況
を
克
服
す
る
た
め
労
働
集
約
型
企
業
を
中
心
に
タ

イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
進
出
が
本
格

的
に
進
め
ら
れ
、
日
本
企
業
の
実
質
的
な
国
際
化
元
年

と
な
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
筆
者
が
『
ア
ジ
ア
経
済

と
直
接
投
資
促
進
論
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
一

年
）
で
「
企
業
が
投
資
先
を
選
ぶ
時
代
」
の
到
来
を
明

ら
か
に
し
、
日
本
企
業
に
よ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
向
け
投
資

ブ
ー
ム
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
の
日
本
企
業
は
、
海
外
投
資

を
実
行
す
る
前
に
は
慎
重
な
事
前
調
査（
Ｆ
／
Ｓ
調
査
）

を
実
施
し
、カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
に
十
分
に
注
意
を
払
っ

て
い
た
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
代
央
の
第
二
次
円
高
以

降
、
低
廉
で
豊
富
な
労
働
力
を
求
め
た
経
済
効
率
が
優

先
さ
れ
、
東
ア
ジ
ア
地
域
で
は
中
国
に
次
い
で
タ
イ
に

企
業
進
出
が
集
中
し
、
産
業
の
集
積
が
進
ん
だ
。
と
り

わ
け
自
動
車
産
業
を
軸
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
形
成

さ
れ
、タ
イ
は
「
東
洋
の
デ
ト
ロ
イ
ト
」
と
言
わ
れ
る
。

タ
イ
に
は
日
系
企
業
が
七
、〇
〇
〇
社
以
上
進
出
し
て

い
る
。
そ
の
内
製
造
業
は
約
一
、三
〇
〇
社
で
あ
り
、
東

証
上
場
企
業
の
代
表
的
な
製
造
業
の
ほ
と
ん
ど
が
進
出

し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
関
連
下
請
け

中
小
企
業
も
タ
イ
に
進
出
し
、
生
産
活
動
で
「
も
う
一

つ
の
日
本
」
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
の
外
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
地
域
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
一
、三
〇
〇
社
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
一
、〇
〇
〇
社
以
上
進
出

し
て
い
る
。
中
国
に
は
三
万
社
以
上
進
出
し
て
い
る
。

東
ア
ジ
ア
地
域
に
形
成
さ
れ
た
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
し
て
経
済
性
の
高
い
国
際
分
業

が
展
開
さ
れ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
活
用
に
よ
り
、
カ
ン

ト
リ
ー
リ
ス
ク
は
忘
れ
去
れ
、
効
率
的
な
生
産
活
動
ば
か

り
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
と
密
接
な
経
済

関
係
に
あ
る
タ
イ
で
操
業
す
る
日
系
浸
水
被
害
企
業
数
は
、

約
四
五
〇
社
程
度
に
の
ぼ
り
、
そ
の
内
約
三
〇
〇
社
が
中

小
企
業
と
見
ら
れ
て
い
る
。
洪
水
が
発
生
し
て
改
め
て
タ

イ
経
済
と
日
本
の
密
接
な
関
係
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

洪
水
に
よ
り
工
場
が
浸
水
し
生
産
活
動
の
被
害
が
大

き
か
っ
た
の
は
、
ホ
ン
ダ
、
ト
ヨ
タ
な
ど
の
日
系
自
動
車

メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。
浸
水
の
水
位
は
一
メ
ー
ト
ル
以
上

に
達
し
、
機
械
設
備
が
長
期
に
わ
た
り
水
没
し
た
。
ト
ヨ

タ
は
一
カ
月
間
で
六
万
九
、〇
〇
〇
台
の
減
産
を
、
ま
た

タ
イ
以
外
の
九
カ
国
で
減
産
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
マ
ー

チ
の
生
産
を
タ
イ
に
移
管
し
た
日
産
は
、
十
一
月
に
は
操

業
を
再
開
し
た
が
、
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
八
社
で
一
カ

月
間
の
減
産
は
二
〇
万
台
以
上
と
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年

の
タ
イ
の
自
動
車
生
産
台
数
は
一
六
四
万
台
（
一
〇
年
前

の
四
倍
）
に
達
し
、
二
〇
一
五
年
に
は
二
五
〇
万
台
に
増

加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
た
矢
先
に
一
過
性
で
は
な
い

洪
水
と
浸
水
に
見
舞
わ
れ
た
。

こ
の
外
、
電
子
部
品
で
あ
る
Ｈ
Ｄ
Ｄ
駆
動
装
置
は
、

タ
イ
進
出
の
日
系
電
子
メ
ー
カ
ー
か
ら
主
に
輸
出
さ
れ
、

世
界
生
産
の
五
割
以
上
を
占
め
、
日
本
国
内
で
品
薄
、

欠
品
状
態
が
生
じ
、電
子
部
品
の
高
騰
を
招
い
た
。ま
た
、

日
本
は
焼
酎
用
米
、
焼
き
鳥
、
か
ら
あ
げ
、
冷
凍
エ
ビ

な
ど
を
タ
イ
か
ら
輸
入
し
て
お
り
、
被
害
は
タ
イ
国
内

だ
け
で
な
く
、日
本
の
日
常
生
活
に
も
影
響
を
与
え
た
。

三　

木　

敏　

夫

　

タ
イ
洪
水
が
投
げ
か
け
た
海
外
進
出
の
課
題

∧
な
ぜ
タ
イ
に
集
積
し
た
か
∨

一
九
八
六
年
央
に
外
資
へ
の
門
戸
開
放
を
い
ち
早

く
打
ち
出
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
よ
り
タ
イ
に
日
系
企
業

が
集
積
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
周
知
の
よ
う
に

一
九
八
〇
年
代
央
マ
レ
ー
シ
ア
が
外
資
主
導
型
輸
出
志

向
工
業
化
を
開
始
し
、
タ
イ
が
追
従
、
タ
イ
と
マ
レ
ー

シ
ア
で
熾
烈
な
日
本
企
業
の
誘
致
合
戦
を
展
開
し
た
。

当
時
、
先
発
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
へ
の
投
資
を
検
討
し

て
い
た
日
本
企
業
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
外
資
に
門
戸
を

開
放
し
た
と
は
い
え
、
イ
ス
ラ
ム
と
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策

を
敬
遠
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
よ
り
タ
イ
を
投
資
先
と
し
て

選
ぶ
傾
向
が
強
か
っ
た
。
ま
た
、
過
度
に
イ
ス
ラ
ム
と

ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
弊
害
が
ま
こ
と
し
や
か
に
日
本
に

流
れ
込
ん
で
い
た
こ
と
も
原
因
し
て
い
た
。
マ
レ
ー
シ

ア
の
イ
ス
ラ
ム
は
中
東
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
り
、

ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
貧
困
を
劇
的
に
削
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減
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
先
進
国
に
引
き

上
げ
た
（
拙
著
『
マ
レ
ー
シ
ア
新
時
代
―
高
所
得
国
入

り
』
創
成
社
二
〇
一
一
年
参
照
）。

円
高
不
況
を
克
服
す
る
た
め
に
海
外
投
資
を
計
画
し

て
い
た
慎
重
な
日
本
企
業
の
中
に
は
、
タ
イ
の
チ
ャ
オ

プ
ラ
ヤ
川
の
治
水
、
氾
濫
と
デ
ル
タ
地
帯
の
地
盤
の
軟

弱
さ
か
ら
、
当
初
投
資
を
予
定
し
て
い
た
タ
イ
か
ら
マ

レ
ー
シ
ア
な
ど
に
進
出
先
を
変
更
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。
バ
ン
コ
ク
に
近
い
ナ
ワ
ナ
コ
ン
工
業
団
は
湿
地
帯

を
埋
め
立
て
た
も
の
で
あ
り
、
低
地
に
造
成
さ
れ
た
工

業
団
地
が
多
い
。
治
水
と
地
盤
の
軟
弱
性
は
工
場
建
設

コ
ス
ト
が
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
よ
り
か
さ
む
。
ま
た
プ
レ

ス
機
を
多
数
使
う
企
業
で
は
、精
度
を
高
め
Ｐ
Ｐ
Ｍ（
百

分
の
一
）
管
理
に
よ
る
品
質
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し

い
。
プ
レ
ス
機
な
ど
を
使
い
部
品
を
供
給
す
る
中
小
企

業
に
と
っ
て
は
、
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
で
あ
っ
た
。

∧
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
の
再
検
討
∨

カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
は
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
リ
ス
ク
だ
け

で
は
な
い
。
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
リ
ス
ク
に
加
え
自
然
災
害

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
筆
者
は
以
前
、
世
界
銀
行

グ
ル
ー
プ
の
多
数
国
間
投
資
保
証
機
関
（
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
）

に
勤
務
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
リ
ス
ク
に

対
す
る
投
資
保
証
が
主
要
業
務
で
あ
る
。
海
外
進
出
す

る
と
き
は
低
廉
で
豊
富
な
労
働
コ
ス
ト
に
代
表
さ
れ
る

経
済
効
率
の
優
先
だ
け
で
な
く
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
リ
ス

ク
と
並
び
想
定
外
の
自
然
災
害
に
も
備
え
た
対
応
を
考

え
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
い
え
る
。

図
は
日
系
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
Ａ
社
の
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
企
業
展
開
を
表
し
て
い
る
。
同
社
は
中
小
企
業

で
あ
る
が
マ
レ
ー
シ
ア
を
拠
点
に
タ
イ
、
イ
ン
ド
、
中
国

そ
し
て
二
〇
一
一
年
秋
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
進
出
し
た
。

親
会
社
を
軸
に
脱
国
境
化
経
営
を
展
開
し
、
東
ア
ジ
ア
地

域
の
取
引
先
に
相
互
補
完
的
に
部
品
を
供
給
す
る
体
制

を
構
築
し
て
い
る
。
幸
い
タ
イ
洪
水
に
よ
る
浸
水
被
害
も

な
く
、
関
連
会
社
に
部
品
供
給
の
使
命
を
果
た
し
た
。
同

時
に
日
本
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
各
工
場
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
海
外
進
出
を
計
画
し
て
い
る
中
小
企
業
な

い
し
既
進
出
企
業
は
、
特
定
国
、
親
企
業
へ
の
後
追
い

型
進
出
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
地
域
で
の
安
定
し
た
製

品
供
給
を
可
能
と
す
る
た
め
、
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
を

考
慮
し
、
東
ア
ジ
ア
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
面
で
の
部
品

の
相
互
補
完
体
制
を
考
慮
し
た
進
出
を
計
画
す
べ
き
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
海
外
要
員
を
養
成
す

る
必
要
性
と
経
営
の
現
地
化
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で

蓄
積
さ
れ
る
国
際
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
日
本
経
済
が

貿
易
立
国
か
ら
投
資
立
国
へ
移
行
す
る
た
め
に
重
要
な

カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
内
向
志
向
の
強
い
日

本
の
現
状
を
個
々
の
企
業
が
打
破
す
る
海
外
進
出
の
在

り
方
を
提
供
し
て
い
る
。

タ
イ
で
は
雨
期
に
は
洪
水
と
浸
水
に
見
舞
わ
れ
る

の
が
年
中
行
事
で
あ
っ
た
た
め
、
五
〇
年
に
一
度
と

言
わ
れ
る
二
〇
一
一
年
の
洪
水
を
予
想
し
て
い
な

か
っ
た
甘
さ
が
被
害
を
大
き
く
し
た
。
ま
た
、
タ
ク

シ
ン
派
と
反
タ
ク
シ
ン
派
は
政
治
抗
争
に
熱
中
し
、

治
水
に
あ
ま
り
注
意
が
は
ら
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と

も
、
洪
水
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
と
な
っ
た
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。
進
出
企
業
の
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス

ク
の
評
価
に
甘
さ
が
あ
っ
た
。

∧
新
た
な
直
接
投
資
理
論
の
構
築
へ
∨

現
在
の
歴
史
的
な
円
高
は
、
日
本
企
業
の
東
ア
ジ

ア
地
域
へ
の
進
出
を
一
層
促
進
す
る
こ
と
は
確
か

だ
。
タ
イ
洪
水
が
日
本
企
業
の
海
外
進
出
に
水
を
注

す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
産
業
の
空
洞
化
を
恐
れ
て

国
内
で
操
業
を
続
け
れ
ば
、
日
本
の
製
造
業
は
座
し

て
死
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
企
業

が
蓄
積
し
て
き
た
技
術
を
継
続
し
、
脱
国
境
化
し
、

人
材
の
交
流
に
よ
り
東
ア
ジ
ア
地
域
で
生
か
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
タ
イ
で
の
操
業
が
困
難
に
な
っ

た
進
出
企
業
で
は
、
タ
イ
人
従
業
員
を
日
本
に
配
置

転
換
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
円
滑
に
機
能
す
る

努
力
を
し
て
い
る
。
来
日
す
る
タ
イ
人
は
数
千
人
に

の
ぼ
り
、
一
度
海
外
に
流
出
し
た
技
術
を
取
り
返
す

こ
と
が
難
し
い
こ
と
を
改
め
て
教
え
て
く
れ
た
。

タ
イ
洪
水
の
教
訓
か
ら
集
中
と
集
積
の
利
用
と
Ｆ

Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
分

散
投
資
が
進
む
こ
と
に
な
る
が
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
は
タ
イ
の
二
の
舞
と
な
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ベ
ト
ナ
ム
へ

の
投
資
が
増
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
伝
統
的
な
直

接
投
資
理
論
で
は
「
企
業
支
配
」
と
「
経
営
参
加
」

に
重
点
が
お
か
れ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
国
際
経
済
環
境
で
は
伝
統
的
な
理
論

か
ら
一
歩
踏
み
込
み
、「
企
業
連
携
と
相
互
補
完
、

技
術
の
相
互
共
有
化
」
に
重
点
を
お
い
た
直
接
投
資

理
論
の
展
開
が
必
要
に
な
る
。
タ
イ
洪
水
は
経
済
被

害
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
在
り

方
、
人
材
と
技
術
交
流
の
促
進
、
直
接
投
資
の
新
し

い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
求
め
て
い
る
。

（
み
き
と
し
お
・
札
幌
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
）

マレーシア

インドネシア

タイ

中国日本

インド

2011年  100%

1996年  100%

2002年  40%

2002年  60%

1986年  100%

2005年  100%

脱国境化企業展開するA社の事例
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